
令和７年度第１回龍ケ崎市青少年センター運営協議会 

会     議     次     第 

 

日時：令和７年７月２４日(木) 

午後１時３０分～      

場所：龍ケ崎市役所５階 

第１委員会室    

 

１ 開 会 

  

２ 市長あいさつ 

 

３ 議 事   

 

（１）会長の選出について 

 

（２）令和６年度龍ケ崎市青少年センター事業報告について 

 

（３）令和７年度龍ケ崎市青少年センター事業計画（案）について 

 

（４）その他 

 

４ 講 話    

「少年犯罪の現状と課題」 

          茨城農芸学院 院長 樋口 光平 氏 

   

５ 閉 会 
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議案第１号 

令和６年度 龍ケ崎市青少年センター事業報告 

 

１ 青少年健全育成キャンペーン 

 (1)非行防止キャンペーン          

   目的…７月の法務省提唱「青少年の非行・被害防止全国強調月間」に合わせ、地域が一体

となり、青少年の非行防止に向けた機運を高め、市全体への意識啓発を図る。 

   配布…「青少年の非行・被害防止ポスター」：市内小中学校 16枚 

   設置…「あいさつ・声かけ運動 青少年育成龍ケ崎市民会議」のぼり旗設置依頼 

       市内小中学校 16校（枚数指定なし） 市民会議 12支部 （各支部５枚） 

(2)青少年健全育成キャンペーン  

   目的…11月の内閣府提唱「子ども・若者育成支援強調月間」に合わせ、青少年の健全育成

に向けた市民の機運醸成と、地域ぐるみでの活動推進を図る。 

   設置…「あいさつ・声かけ運動 青少年育成龍ケ崎市民会議」のぼり旗設置依頼 

       市内小中学校 16校（枚数指定なし）・市民会議 12支部（各支部５枚） 

【令和６年度実績】 

◆あいさつ・声かけ運動 

日 時：７/２（火）午前７時 45分～午前８時 00分  

場 所：市立小学校 11校 校門付近 

参加者：30名程度 

団体名：青少年育成龍ケ崎市民会議、更生保護女性会、青少年相談員連絡協議会 等 

◆あいさつ・声かけ運動及びキャンペーン 

日 時：７/２（火）午後３時 30分～午後４時 00分  

  場 所：サプラスクエア、ヤオコー竜ヶ崎店、ヤオコー竜ヶ崎佐貫店出入り口付近 

参加者：参加者：34名 

団体名：竜ケ崎警察署、青少年育成龍ケ崎市民会議、青少年相談員連絡協議会、  

防犯連絡員協議会、更生保護女性会 等 

 

 

【令和６年度実績】 

◆あいさつ・声かけ運動 

日 時：11/５（火）午前７時 45分～午前８時 00分  

場 所：市立小学校 11校 校門付近 

参加者：30名程度 

団体名：青少年育成龍ケ崎市民会議、更生保護女性会、青少年相談員連絡協議会 等 

◆あいさつ・声かけ運動及びキャンペーン 

日 時：11/５（火）午後３時 30分～午後４時 00分  

    場 所：サプラスクエア、ヤオコー竜ヶ崎店、ヤオコー竜ヶ崎佐貫店出入り口付近 

参加者：31名 

団体名：竜ケ崎警察署、青少年育成龍ケ崎市民会議、青少年相談員連絡協議会、  

防犯連絡員協議会、更生保護女性会、龍ケ崎市女性会 等 
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２ 街頭巡回指導 

(1)青少年相談員による巡回指導 

   目的…青少年犯罪や不良行為を誘発しやすい場所を巡回し、非行防止のための適切な声か

けを行う。また、青少年の福祉を害する事案の発見や通報を通し、環境浄化を図る

ことにより、青少年の健全育成に適した環境を整える。 

   内容…２名１組２班体制でパトロール車による巡回を計画し、実施した。 

時間…【１班】15：00～16：30 【２班】17：00～18:30 

場所…市内小中学校周辺、不審者目撃情報該当箇所、人が集まる場所 

【関東鉄道竜ヶ崎駅・JR龍ケ崎市駅・公園・ゲームセンター・カラオケボックス 

コンビニエンスストア・ショッピングセンター（サプラスクエア・城南ショッピング

センター・たつのこまちモール）】 

（2）青少年相談員によるインターネット安全利用に関する意識啓発のための団体等訪問活動 

   主旨…青少年が安全安心にインターネットを利用できる環境の整備を推進するため、青少年

相談員が団体等を訪問し、インターネット利用におけるフィルタリングの普及や低年

齢化を踏まえた意識啓発活動を実施する。 

   対象者…学童保育ルーム在学児童（小学３年生～小学６年生） 

    概要…茨城県福祉部子ども政策局青少年家庭課より、インターネット安全利用に関する意識

啓発のための団体等訪問活動の依頼があり、龍ケ崎市青少年相談員が令和５年度より

実施しているものである。青少年相談員及び事務局職員が、夏休み期間に学童保育ル

ームを訪れ、資料（リーフレットや動画教材）等を用いた説明をしながら、インター

ネット安全利用について講話を交えた啓発活動を３０分程度実施した。 

訪問の様子 

      

【令和６年度実績】 

日程…毎月２回（隔週木曜日） ５月～令和７年４月まで全 41回 

月 実 施 日 備考 月 実 施 日 備考 

５ 9日・23日  11 7日・21日  

６ 6日・20日  12 5日・19日  

７ 4日・18日  １ 16日・30日 令和７年 

８ 1日・15日・29日  ２ 13日・27日 令和７年 

９ 12日・26日  ３ 13日・27日 令和７年 

10 10日・24日  ４ 10日・24日 令和７年 

 

成果 ・公園で遊んでいる児童に対して、暗くなる前に帰宅するよう促した。 

   ・ゲームセンターで遊んでいる生徒に対して、時間を守り安全に利用するよう声をかけた。 
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３ 環境浄化活動 

(1)青少年の健全育成に協力する店の加盟推進 

   目的…青少年の利用頻度が高い店舗（コンビニエンスストア、カラオケボックス、インタ

ーネットカフェ、深夜営業の飲食店、書店など）に協力店として登録してもらい、

環境整備を図る。また、それらの店舗と良好な関係を築くことにより、来店する青

少年の状況について情報交換を行い、社会全体で見守る連携体制を強化する。 

   内容…登録店舗：85店舗 対象 88店舗のうち未登録店舗：３店舗（令和７年３月時点） 

９月～12月に青少年相談員が各店舗を訪問し、登録状況の確認を行った。    

配布…広報チラシ及びステッカー 

 

４ その他の青少年育成活動 

 (1)「ダメ。ゼッタイ。」普及運動 

     目的…茨城県「ダメ。ゼッタイ。」普及運動及び茨城県不正大麻・けし撲滅運動へ協力

し、国内外の薬物乱用防止を図る。 

 

 (2)有害図書自動販売機の撤廃活動   ※台数 ０台 (現在市内に該当販売機なし)  

   目的…有害な情報（性的刺激や粗暴、残虐な犯罪を誘発助長する）の図書等を扱う自動販 

売機を規制するため、立入調査を行い、青少年にとって良好な環境整備を図る。 

【令和６年度実績】 

訪問店舗数…88店舗  

◆成果：昨年度まで未登録であった、ドラッグセイムス龍ケ崎緑町店とセブンイレブン龍ケ崎

長沖新田店を新規登録店として、登録することができた。また、新たにオープンした

カワチ薬局龍ケ崎光順田店にも登録をしてもらうことができた。 

【令和６年度実績】 

日時：令和６年８月 19日(月）～８月 21日（水） 

場所：市内学童保育ルーム９ヶ所 

人数：214名 

成果：昨年度から始まった事業で、県内でも先進的に進んでいる事業である。昨年度に比べ

て受講児童が 90名増え、アンケート結果でも「理解できた」と答えた割合が７割を

超えることができた。 

 

【令和６年度実績】 

① 薬物乱用防止啓発活動として、薬物乱用防止指導員による啓発 

（啓発資材配布または講演） 

    令和６年 ７月 ２日    龍ケ崎小学校    ８０名    指 導 員３名 

        令和６年 ７月 ８日    中根台中学校   １２０名    指 導 員３名 

        令和６年 ７月１０日    馴柴小学校    １１０名    指 導 員３名 

        令和６年 ７月１７日    龍ケ崎中学校   １１０名    指 導 員３名 

 

（薬剤師による相談及び啓発資材配布） 

    令和６年１１月２０日    ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰｻﾌﾟﾗ ２４０名    指 導 員１名 

令和６年１２月１８日    ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰｻﾌﾟﾗ ２４０名    指 導 員１名 



4 

 

   内容…「茨城県青少年の健全育成等に関する条例」に基づく、有害図書の自動販売機設置

状況の立入調査 

 

 (3)茨城県青少年相談員連絡協議会第６ブロック研修会  

   目的…茨城県青少年相談員連絡協議会の内部組織として県内を 8つのブロックに分け、第 

６ブロックとして、取手市、龍ケ崎市、牛久市、守谷市、つくばみらい市、稲敷市 

利根町、河内町、美浦村、阿見町の 10市町村で構成。青少年の健全育成のため、研 

修会等に参加し、相談員の資質向上とブロック内の相互連携を深める。 

      また、今年度、龍ケ崎市は事例発表の年となっており、上記で報告した「インター

ネット安全利用に関する意識啓発のための団体等訪問活動」について発表をした。 

 

【令和６年度実績】 

日時：令和７年２月 1４日(金） 14時 00分～ 

会場：取手市立藤代公民館 ２階ホール 

 内容：講演会 演題 「青少年を取り巻く 薬物乱用について」 

         講師  県薬務課 麻薬 G 児玉 直人氏 

 参加：龍ケ崎市青少年相談員８名 
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議案第２号 

 

令和７年度 龍ケ崎市青少年センター事業計画（案） 

 

 青少年が健やかに生活できる基本は、家庭での子育てが基礎であり、子どもが社会の一員とな

れるように家庭が責任をもって育てることが大切である。 

 そして、家庭を支えるために「地域の子どもは地域ぐるみで育てる」という視点から、学校、

地域、その他の関係機関が互いに協力して、青少年の健全な育成を図るため、龍ケ崎市全体で活

動に取り組む。 

 

１ 青少年育成キャンペーンの実施 【青少年と地域の人々がふれあう機会の充実】 

（1）非行防止キャンペーン及び青少年健全育成キャンペーン（あいさつ・声かけ運動） 

 ①目的 

  7月の「青少年の非行・被害防止全国強調月間」及び 11月の「子ども・若者育成支援強調

月間」にあわせ、地域ぐるみでの青少年非行防止推進や青少年健全育成に取り組む市民の機

運の醸成、市民の意識高揚を図る。 

 ※共催：青少年育成龍ケ崎市民会議 

  協力：保護司会 更生保護女性会 青少年相談員連絡協議会 警察署 保健所 等 

 ②内容 

  ・小学校でのあいさつ・声かけ運動 

   7月 7日（月）及び 11月 4日（火）午前 7時 45分～午前 8時 00分 小学校 10か所 

   市立小学校の登校時間に校門付近で、「あいさつ・声かけ運動」を実施する。 

  ・ショッピングセンターでのあいさつ・声かけ運動及び啓発グッズ配布 

   7月 7日（月）及び 11月 4日（火）午後 3時 30分～午後 4時 00分 市内 3か所 

   サプラスクエア ヤオコー竜ヶ崎店 ヤオコー竜ヶ崎佐貫店 

   ・のぼり旗の設置 

    7月 1日（火）～7月 31日（木）及び 11月 1日（土）～11月 30日（日） 

    市立小中学校 15校、コミュニティセンター等に設置する。 

 

２ 街頭巡回指導 【青少年が犯罪に巻き込まれない安全・安心な環境の確保】 

（1）青少年相談員による巡回指導 

  ①目的 

   青少年犯罪や問題行動を誘発しやすい場所を巡回し、街頭における非行防止のための適切

な助言や、青少年の福祉を害する犯罪の発見、通報及び環境浄化活動を行い、青少年が健全

に成長できる環境を整える。 

  ②内容 

   効果的に指導を行うため、毎月の重点目標に基づき、青少年が集まる大型店やゲームセン

ター等、不審者・変質者等の出没情報が寄せられている箇所を重点的にパトロールしてい

く。 
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  ③昨年度からの変更点 

   ・1回当たりの活動時間を 30分短縮して、1時間 30分から 1時間とする。 

   ・15時 00分便を先生方の負担軽減や働き方改革、生徒の下校時間を考慮して、15時 30分

からに変更した。 

   ・1月から 7月は、一般相談員が減少傾向にあることによる負担軽減や夜間運転をなるべく

減らしていくため、1日 1回（15時 30分便のみ）とした。 

   ・8月から 12月は、「青少年の健全育成に協力する店」店舗訪問の時期に重なるため、従

来通り 1日 2回（15時 30分便・17時 00分便）の活動とした。 

  ④活動詳細 

   ・巡 回 日：毎月隔週木曜日 

   ・巡回時間：Ａ班 15時 30分～16時 30分 

         Ｂ班 17時 00分～18時 00分（8月～12月のみ） 

   ・使用車両：防犯パトロール車（青色回転灯装備） 

   ・指導内容：児童生徒の下校を見守りつつ、日没に合わせて早めの帰宅を促す。 

         気になる行動（自転車の二人乗り・並列走行、公共施設や店舗でのマナー）            

         について、声かけを実施する。 

   ・巡回場所：不審者情報を考慮し、巡回コースを決定する。 

         小中学校、高等学校、竜ヶ崎駅、龍ケ崎市駅、公園、ゲームセンター、 

         インターネットカフェ、ショッピングセンター、カラオケボックス 等 

 

 （2）青少年相談員によるインターネット安全利用に関する意識啓発のための団体等訪問活動 

①目的 

青少年が安全安心にインターネットを利用できる環境の整備を推進するため、青少年相談 

  員が団体等を訪問し、インターネット利用におけるフィルタリングの普及や低年齢化を踏ま

えた意識啓発活動を実施する。 

  ②内容 

   青少年相談員及び事務局職員が、夏休み期間に学童保育ルームを訪れ、資料（リーフレッ

トや教材動画）等を用いた説明をしながら、インターネット安全利用について講話を交えた

啓発活動を行う。 

 

３ 環境浄化一斉活動【青少年が健やかに地域生活を営める環境の整備】 

 （1）捨て看板、ビラの確認 

  ①目的 

   青少年の健全育成のために市内の環境を浄化し、良好な環境を整える。 

  ②内容 

   過去に電柱などに貼付されている青少年に悪影響を及ぼす看板やビラが貼られていないこ

とを巡回指導時に確認する。 
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 （2）青少年の健全育成に協力する店の訪問 

  ①目的 

   青少年を取り巻く社会環境を整備する。 

  ②内容 

   コンビニエンスストア、カラオケボックス、インターネットカフェ、ゲームセンター、 

   飲食店（深夜営業を営む店）、書店等の訪問を行う。 

   ・対象店舗数 88店 登録店舗数 85店 登録率 97％ 

   ・店舗訪問期間：8月～12月 

    青少年相談員や文化・生涯学習課職員が訪問し、登録の継続依頼をする。 

 

４ その他の青少年育成活動 

 （1）薬物乱用防止啓発事業への協力 

   薬物乱用防止に関する「ダメ。ゼッタイ。」キャンペーンなどへの協力を行い、薬物乱用

防止活動を推進する。 

 

 （2）有害図書自動販売機の撤廃活動 

  ①目的 

   性的刺激や粗暴、残虐な犯罪を誘発助長する有害な図書等を販売する自動販売機を規制す

るため、立ち入り調査を行い青少年にとって良好な環境の整備を図る。 

  ②内容 

   茨城県青少年の健全育成等に関する条例に基づく図書の自動販売機の立ち入り調査設置台

数：0台（現在龍ケ崎市内に該当自動販売機無し） 

 

 （3）茨城県青少年相談員連絡協議会第 6ブロック研修会 

  ①目的 

   茨城県青少年相談員連絡協議会の内部組織として県内を 8つのブロックに分け、第 6ブロ

ックとして、取手市、龍ケ崎市、牛久市、守谷市、つくばみらい市、稲敷市、利根町、河内

町、美浦村、阿見町の 10市町村で構成。青少年健全育成のため、研修会等に参加し、相談員

の資質向上とブロック内の相互連携を深める。 

   ・今年度は、龍ケ崎市が幹事市となるため、2月に研修会を開催予定 



 

８ 

 

龍ケ崎市青少年センター運営協議会委員名簿 
 

Ｎｏ 氏名 選出区分（役職）  備 考 

１ 油原
ゆ は ら

 信義
のぶよし

 市議会議員 男 新規  

２ 平野
ひ ら の

 浩之
ひろゆき

 
学校教育関係者 

 （馴馬台小学校 校長） 
男 新規  

３ 宮本
みやもと

 浩
ひろ

貴
き

 
学校教育関係者 

 （長山中学校 校長） 
男 新規  

４ 服部
はっとり

 祐一
ゆういち

 
保護司 

 （龍ケ崎分区保護司会） 
男 継続  

５ 阿部
あ べ

 猛
たけし

 
民生委員児童委員 

 （愛宕地区民生委員協議会 副会長） 
男 継続  

６ 小杉
こ す ぎ

 博
ひろ

亮
あき

 
市ＰＴＡ連絡協議会委員 

 （市ＰＴＡ連絡協議会） 
男 新規  

７ 福岡
ふくおか

 果
か

菜
な

 
家庭教育指導員 

 （文化・生涯学習課勤務） 
女 新規  

８ 小更
こ ぶ け

 修
おさむ

 青少年相談員連絡協議会（会長） 男 継続 副会長 

９ 滝浪
たきなみ

 透
とおる

 
竜ケ崎警察署の職員 

 （生活安全課 課長） 
男 継続  

１０ 新井
あ ら い

 悦子
え つ こ

 
竜ケ崎保健所の職員 

 （次長兼衛生課課長） 
女 新規  

１１ 藤田
ふ じ た

 信男
の ぶ お

 
その他市長が必要と認める者 

（龍ケ崎市子ども会育成連合会 副会長） 
男 継続  

１２ 所
ところ

 洋子
ひ ろ こ

 
その他市長が必要と認める者 

 （龍ケ崎市更生保護女性会 ） 
女 継続  

１３ 浅野
あ さ の

 好紀
よしの り

 公募の市民 男 継続  

１４ 福島
ふくしま

 有美
ゆ み

 公募の市民 女 継続  

１５ 長谷川
は せ が わ

 智子
と も こ

 公募の市民 女 継続  

  

※任期は、龍ケ崎市青少年センター運営協議会条例第４条第１項の規定により、２年間とする。 

今年度は残任期間のため約１年間。（委嘱の日から令和８年６月３０日） 

 


